
JP 5705875 B2 2015.4.22

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも２つの個々に制御可能な光源と、制御ユニットとを有する照明システムであ
って、前記制御ユニットが、前記少なくとも２つの個々に制御可能な光源に接続可能であ
り、前記少なくとも２つの個々に制御可能な光源を制御するよう構成され、前記制御ユニ
ットが、更に、
　第１照明システム構成であって、各々が、前記第１照明システム構成の共同の第1照明
パターンを一緒に形成する照明パターンを各々放射するよう構成される前記少なくとも２
つの個々に制御可能な光源を有する第１照明システム構成を制御し、
　前記第１照明パターンを示す照明パラメータの最初のセットを検出し、記憶し、
　前記第１照明システム構成と異なる第２照明システム構成の個々に制御可能な光源によ
って共同形成される第２照明パターンを示す照明パラメータの次のセットを決定し、
　前記照明パラメータの最初のセット及び前記照明パラメータの次のセットに依存して、
前記第１照明パターンに近いものである第３照明パターンを共同形成するように、前記第
２照明システム構成の前記光源を制御し、それによって、前記第１照明パターンと、前記
第３照明パターンとの間の違いを最小限に抑えるよう構成される照明システム。
【請求項２】
　前記制御ユニットが、更に、前記第１照明システム構成及び前記第２照明システム構成
のうちの少なくとも１つの中の光源によって供給される個々の照明パターンを決定するよ
う構成される請求項１に記載の照明システム。



(2) JP 5705875 B2 2015.4.22

10

20

30

40

50

【請求項３】
　前記制御ユニットが、前記照明パターンを測定するためのセンサを更に有する請求項１
に記載の照明システム。
【請求項４】
　前記制御ユニットが、更に、前記第１照明システム構成及び前記第２照明システム構成
のうちの少なくとも１つの中の光源の相対的な位置を、光源によって送信される位置情報
を用いて、決定するよう構成され、このような位置情報が、前記光源の各々の位置を示す
請求項１に記載の照明システム。
【請求項５】
　前記光源が、様々な空間照明分布を少なくとも部分的に供給する請求項１に記載の照明
システム。
【請求項６】
　前記光源が、各々の個別照明パターンを示す識別情報を送信するよう構成される請求項
１に記載の照明システム。
【請求項７】
　前記識別情報が、前記個別照明パターンに埋め込まれる請求項６に記載の照明システム
。
【請求項８】
　前記照明パラメータの最初のセット及び前記照明パラメータの次のセットのうちの少な
くとも１つが、前記光源によって放射される光の方向、前記光源によって放射される光の
色、及び前記光源によって放射される光の輝度のうちの少なくとも１つを示す請求項１に
記載の照明システム。
【請求項９】
　前記第１照明パターン及び前記第２照明パターンのうちの少なくとも１つが、一連の連
続照明パターンを有する請求項１に記載の照明システム。
【請求項１０】
　少なくとも２つの個々に制御可能な光源と、制御ユニットとを有する照明システムを制
御する方法であって、
　第１照明システム構成であって、各々が、前記第１照明システム構成の共同の第1照明
パターンを一緒に形成する照明パターンを各々放射するよう構成される少なくとも２つの
個々に制御可能な光源を有する第１照明システム構成を制御するステップと、
　前記第１照明パターンを示す照明パラメータの最初のセットを検出し、記憶するステッ
プと、
　前記第１照明システム構成と異なる第２照明システム構成の個々に制御可能な光源によ
って共同形成される第２照明パターンを示す照明パラメータの次のセットを決定するステ
ップと、
　前記照明パラメータの最初のセット及び前記照明パラメータの次のセットに依存して、
前記第１照明パターンに近いものである第３照明パターンを共同形成するように、前記第
２照明システム構成の前記光源を制御し、それによって、前記第１照明パターンと、前記
第３照明パターンとの間の違いを最小限に抑えるステップとを有する方法。
【請求項１１】
　前記光源が、様々な空間照明分布を少なくとも部分的に供給する請求項１０に記載の方
法。
【請求項１２】
　前記照明パラメータの最初のセットを検出し、記憶するステップ、及び前記照明パラメ
ータの次のセットを決定するステップのうちの少なくとも１つが、前記光源によって放射
される光の方向、前記光源によって放射される光の色、及び前記光源によって放射される
光の輝度のうちの少なくとも１つを決定するステップを有する請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　第１照明システム構成から第２照明システム構成への移行が、前記照明システムの光源
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の交換、前記照明システムに対する光源の追加、前記照明システムの光源の再配置、及び
前記照明システムからの光源の除去のうちの少なくとも１つに起因する請求項１０に記載
の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、適応可能な照明システム、特に、照明システムであって、前記照明システム
の一部の照明パターンの変化に少なくとも部分的に適応可能である照明システムのための
制御ユニットに関する。本発明は、照明システムを制御する、対応する方法にも関する。
本発明は、更に、このような制御ユニットを有する照明システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、例えば、市販の家庭用照明システムにおいて、赤色、緑色及び青色の光を組み合
わせて例えば白色光を得る、色調節可能光源、例えば、発光ダイオードが、ますます用い
られるようになっている。特定用途向け照明シーンを作成するためのこのような照明シス
テムの制御は、従来は、或る一定の技術及び経験を持つ専門家によって行われていた。な
ぜなら、例えば、明るさ、色及び彩度のパラメータの制御は、かなり複雑であり、従来は
、或る一定の知識及び技術を必要としていたからである。
【０００３】
　色調節可能光源の使用が増えているので、特定用途向け照明シーンを作成するためのこ
のような照明システムの直観的な制御の要求も、専門家以外のユーザの間で増えている。
照明システムのこのような直観的な制御の例は、WO 2009/130643 A1において開示されて
いる。前記照明システムには、前記照明システムで作成され得る照明シーンを制御するた
めの照明システム制御装置が設けられ、前記照明システム制御装置は、ユーザ入力として
少なくとも１つのユーザ定義照明シーン記述子を受け取るためのユーザインタフェースと
、受け取ったユーザ定義照明シーン記述子に従って前記照明システムで作成される実際の
照明シーンの特性を修正するよう適合される処理手段であって、前記処理手段から受け取
った入力に従って照明シーンを作成するための前記照明システムの光源のための適切な制
御信号を出力するための処理手段とを有する。開示されている照明システム制御装置は、
ユーザが、前記照明システムで作成され得る照明シーンを容易に作成及び修正することを
可能にする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　WO 2009/130643 A1は、照明システムによって供給される照明シーンを制御するための
、改善された、より直観的なユーザインタフェースを提供しているが、例えば、光源の機
能停止及び照明システムへの新しい光源の導入に関して、ユーザにとっての、照明システ
ムの制御の簡単さを更に向上させるために、照明システムを更に改良することは望ましい
だろう。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の或る態様によれば、上記のことは、少なくとも２つの個々に制御可能な光源を
有する照明システムのための制御ユニットであって、前記制御ユニットが、前記少なくと
も２つの個々に制御可能な光源に接続可能であり、前記少なくとも２つの個々に制御可能
な光源を制御するよう構成され、前記制御ユニットが、更に、前記少なくとも２つの個々
に制御可能な光源を有する第１照明システム構成を、前記第１照明システム構成の前記少
なくとも２つの光源によって共同供給される第１照明パターンを、前記第１照明システム
構成に放射させるように制御し、前記第１照明パターンを示す照明パラメータの最初のセ
ットを検出し、記憶し、個々に制御可能な光源を有する第２照明システム構成であって、
前記第１照明システム構成と異なる第２照明システム構成によって供給される第２照明パ
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ターンを示す照明パラメータの次のセットを決定し、前記照明パラメータの最初のセット
及び前記照明パラメータの次のセットに依存して、前記第１照明パターンに近いものであ
る第３照明パターンを、前記第２照明システム構成に放射させるように、前記第２照明シ
ステム構成を制御するよう構成される制御ユニットによって、少なくとも部分的に達成さ
れる。
【０００６】
　本発明によれば、まず、照明パラメータの最初のセットが、決定され、より後の段階に
おいて（又は定期的に）、照明パラメータの次のセットと、何らかの違いがあるかどうか
を決定するために、比較される。違いであって、場合によっては所定のしきい値より大き
い違いがある場合には、前記照明システム内で少なくとも何かが変わっていることが理解
され、前記照明システムは、知覚される照明パターンが、最初に供給された（即ち、第１
）照明パターンと可能な限り近い状態に保たれるように自動的に適応され得る。本発明は
、例えば、前記照明システムの光源が、機能しない、又は通常の定格光出力より少ない光
出力しか供給できない場合における、前記照明システムの例えば自動的な「回復」に関し
て、利点を供給する。更に、本発明による照明システムは、第１及び第２光源だけに限定
されず、他の光源を含み得る。また、前記光源は、例えば、あらゆるタイプの照明器具に
含まれ得る。
【０００７】
　第１照明システム構成から第２照明システム構成への移行は、前記照明システムの光源
の、異なる光源への交換、前記照明システムに対する光源の追加、前記照明システムの光
源の再配置、及び前記照明システムからの光源の除去のうちの少なくとも１つに起因する
とも規定され得る。更に、好ましくは、前記個々に制御可能な光源の各々が、異なる空間
照明分布を少なくとも部分的に供給する。
【０００８】
　様々な照明パターンを示す前記照明パラメータは、好ましくは、前記第１照明システム
構成及び前記第２照明システム構成のうちの少なくとも１つの中の光源によって放射され
る光の方向、前記第１照明システム構成及び前記第２照明システム構成のうちの少なくと
も１つの中の光源によって放射される光の色、及び前記第１照明システム構成及び前記第
２照明システム構成のうちの少なくとも１つの中の光源によって放射される光の輝度のう
ちの少なくとも１つを示す。従って、前記光源の制御は、どのくらいの光及び何色の光が
前記光源の各々によって供給されるべきかに関する情報を含むだけでなく、光が放射され
る方向を制御するための手段の制御も含み得る。光の方向のための手段は、例えば、前記
光源の再方向付けのためのステッパモータ、調節可能なレンズなどを含み得る。
【０００９】
　有利には、前記制御ユニットは、更に、前記第１照明システム構成及び前記第２照明シ
ステム構成のうちの少なくとも１つの中の光源によって供給される個々の照明パターンを
決定するよう構成される。前記照明システムの光源の各々の個々の照明パターンの決定は
、前記光源の各々によって供給される光の寄与を含む、前記照明システムによって照明さ
れる領域の「光マップ」を決定するために用いられ得る。前記光源の各々の個々の照明パ
ターンの決定、及び前記照明システムの様々な照明パターンの決定は、前記制御ユニット
に含まれる且つ／又は接続されるセンサを用いて行われ得る。前記センサは、用いられる
光源、及び前記光源によって放射される光のタイプに依存し得る。更に、前記照明パター
ンは、一連の連続照明パターンを含み得ることに注意されたい。
【００１０】
　前記制御ユニット及び／又は前記センサは、手持ち式の、場合によっては無線の、遠隔
制御装置に埋め込まれ得る。前記制御ユニットは、別個のユニットであってもよい。前記
遠隔制御装置は、前記第１照明パターンの設定、決定の段階の間の他の照明パターンの決
定、及び前記光源の制御のために用いられ得る。しかしながら、前記制御ユニット及び前
記センサの機能は、分散されてもよく、前記光源の制御は、前記光源との有線接続を持つ
制御ユニットを用いて行われてもよい。更に、現在／個々の照明パターンの決定に用いら
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れるセンサは、例えば、各々の光源に隣接して設けられてもよく、壁設置型などであって
もよい。好ましくは、上記のような制御ユニットは、前記少なくとも２つの個々に制御可
能な光源を更に有する前記照明システムに含まれる。
【００１１】
　本発明の実施例においては、前記照明システムの光源の各々が、その個々の照明パター
ンに対応する識別情報を送信するよう構成される。放射される光と一緒に更なる情報を供
給することによって、前記様々な照明パターンの決定は、簡単にされることができ、従っ
て、前記照明パターンの決定に用いられるセンサの選択は、それに応じて実施され得る。
前記識別情報は、例えば、符号化された光の形態で、前記光源の各々によって供給される
個々の照明パターンと一緒に供給され得る。前記識別情報は、例えば、前記光源によって
送信されるＲＦ信号、超音波及び／又は赤外光として、別個に供給されてもよい。更に、
ＲＦ信号又は超音波は、前記光源の各々の特定の所在地を決定するために用いられてもよ
い。このような場合には、前記センサ及び／又は制御ユニットは、前記光源の各々の位置
を反映するこのような測定に合わせて調節され得る。
【００１２】
　本発明の別の態様によれば、照明システムを制御する方法であって、少なくとも２つの
個々に制御可能な光源を有する第１照明システム構成を、前記第１照明システム構成の前
記少なくとも２つの光源によって共同供給される第１照明パターンを、前記第１照明シス
テム構成に放射させるように制御するステップと、前記第１照明パターンを示す照明パラ
メータの最初のセットを検出し、記憶するステップと、個々に制御可能な光源を有する第
２照明システム構成であって、前記第１照明システム構成と異なる第２照明システム構成
によって供給される第２照明パターンを示す照明パラメータの次のセットを決定するステ
ップと、前記照明パラメータの最初のセット及び前記照明パラメータの次のセットに依存
して、前記第１照明パターンに近いものである第３照明パターンを、前記第２照明システ
ム構成に放射させるように、前記第２照明システム構成を制御するステップとを有する方
法が提供される。本発明のこの態様は、本発明の先の態様に関して上で述べた利点と同様
の利点を供給する。
【００１３】
　従って、上記のように、前記照明システムは、前記照明システムは、３つ以上の光源、
例えば、第３光源を含んでもよい。本発明の方法の利点は、前記第３光源などの更なる光
源の導入にも対処する可能性を含む。前記照明システムへの前記第３光源の導入は、前記
照明システムが、前記光源、例えば、前記第１光源、前記第２光源及び前記第３光源の各
々の駆動信号を、例えば、前記第１光源及び前記第２光源の減光及び再方向付けによって
、本質的に所定の照明パターンが達成されるように、自動的に適応させることを可能にす
る。前記第１光源及び前記第２光源に対するこのような調節は、場合によっては、前記第
１光源及び前記第２光源しかない場合と同じ高さのレベルでそれらが動作される必要がな
くなるので、前記第１光源及び前記第２光源の長寿命を供給し得る。場合によっては、３
つの光源のうちの２つだけで本質的に同じ照明パターンが達成され得るので、前記照明シ
ステムの自己回復機能は更に改善され、前記システムに冗長性が供給され得る。
【００１４】
　前記照明システムへの更なる光源の導入を可能にする機能は、「近傍プロファイリング
（neighborhood profiling）」、即ち、或る光源が第１照明システムから第２照明システ
ムへ動かされるのと一緒に用いられてもよい。前記光源は、前記第２照明システムに導入
された結果として、例えば、前記第２照明システムの機能及び冗長性を更に向上させるた
めに、前記第２照明システムの照明設定（例えば照明パターン）に自動的に適応及び対応
し得る。（前記光源の観点からの）前記第２照明システムの識別及び接続は、例えば、前
記第２照明システムによって生成されるＲＦ、ＩＲ、超音波又は他の信号をリッスンする
ことを含む、前記第２照明システムによって生成されるネットワークトラフィックをリッ
スンすることによって供給され得る。
【００１５】
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　本発明の他の特徴及び利点は、添付の請求項及び以下の記載を研究すれば、明らかにな
るだろう。熟練した受取人には、本発明の異なる特徴が、本発明の範囲から逸脱せずに、
以下に記載されている実施例以外の実施例を作成するよう組み合わされ得ることは分かる
だろう。
【００１６】
　特定の特徴及び利点を含む本発明の様々な態様は、以下の詳細な説明及び添付の図面か
ら容易に理解されるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の現在好ましい実施例による照明システムを図示する。
【図２ａ】図１の照明システムの適応可能な機能を示す。
【図２ｂ】図１の照明システムの適応可能な機能を示す。
【図２ｃ】図１の照明システムの適応可能な機能を示す。
【図３】前記照明システムを制御する本発明の方法を動作させるためのフローチャートを
図示する。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の現在好ましい実施例が示されている添付の図面を参照して、本発明をよ
り詳細に説明する。しかしながら、本発明は、多様な形態で実施されることができ、本願
明細書に記載されている実施例に限定されていると解釈されるべきではない。もっと正確
に言えば、これらの実施例は、完全及び完璧を期すために示されており、熟練した受取人
には本発明の範囲を十分に知らせる。全体を通して、同様の参照符号は、同様の要素を指
す。
【００１９】
　ここで、図面、とりわけ図１を参照すると、本発明の現在好ましい実施例による照明シ
ステム１００が図示されている。照明システム１００は、各々が、例えば、放射される光
の、例えば、輝度、色及び方向に関して、個々に制御可能である３つの光源１０２、１０
４、１０６を有する。照明システム１００は、更に、光源１０２、１０４、１０６に駆動
信号を供給するために、例えば有線及び／又は無線接続によって、光源１０２、１０４、
１０６に接続される制御ユニット１０８を有する。
【００２０】
　制御ユニット１０８は、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、プログラム可能
なデジタルシグナルプロセッサ又は別のプログラム可能な装置を含み得る。制御ユニット
１０８は、更に又はその代わりに、特定用途向け集積回路、プログラム可能なゲートアレ
イ、プログラム可能なアレイ論理、プログラム可能な論理デバイス、又はデジタルシグナ
ルプロセッサを含み得る。制御ユニット１０８が、上記のマイクロプロセッサ、マイクロ
コントローラ又はプログラム可能なデジタルシグナルプロセッサなどのプログラム可能な
装置を含む場合、プロセッサは、プログラム可能な装置の動作を制御するコンピュータ実
行可能なコードを更に含み得る。
【００２１】
　照明システム１００を制御するために、照明システムは、遠隔制御装置１１０のような
ユーザインタフェースを含み得る。例えば、制御ユニット１０８との有線接続を持つ壁設
置ユーザインタフェースがあり得る場合であっても、遠隔制御装置１１０も、有利には無
線接続によって、制御ユニット１０８に接続され得る。本発明の実施例においては、遠隔
制御装置１１０と制御ユニット１０８とが組み合わされてもよく、例えば、遠隔制御装置
１１０を、光源１０２、１０４、１０６に接続され、光源１０２、１０４、１０６に駆動
信号を供給するよう構成することを可能にする。
【００２２】
　遠隔制御装置１１０には、光源１０２、１０４、１０６によって供給される照明パター
ンを測定するためのセンサ１１２が備えられてもよい。より具体的には、図示されている
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例示的な実施例においては、光源１０２、１０４、１０６は、各々、ユーザによって知覚
されるような共同照明パターン１２０を一緒に形成する、照明パターン１１４、１１６、
１１８を、各々、放射するよう、構成される。従って、センサ１１２は、共同照明パター
ン１２０、及び／又は光源１０２、１０４、１０６によって供給される個々の照明パター
ン１１４、１１６、１１８を測定するよう構成され得る。各々の光源１０２、１０４、１
０６によって放射される光は、例えば、共同照明パターン１２０からの個々の照明パター
ン１１４、１１６、１１８の抽出を簡単にするために、例えば、関連する光源１０２、１
０４、１０６の各々によって放射される光を変調することによって、符号化され得る。例
えば、光源１０２、１０４、１０６によって供給される個々の照明パターンを表わすＩＲ
、ＵＶ、超音波及びＲＦ信号の送信を含む、他の変形例も、可能であり、本発明の範囲内
である。このような別の実施例においては、光源１０２、１０４、１０６に、個々の照明
パターンを表わす、例えば、ＩＲ、ＵＶ、超音波及びＲＦ信号を送信するための手段が備
えられてもよい。更に、センサ１１２は、他の例においては、例えば、光源１０２、１０
４、１０６の各々によって放射される光を測定する壁設置センサのように、制御ユニット
１０８と一緒に配設されてもよい。
【００２３】
　同時に、図２ａ乃至２ｃ及び図３を参照すると、３つの光源１０２、１０４及び１０６
を有する照明システム１００は、照明システム１００の動作中、部屋２０２のようなスペ
ースに設けられる。図２ａに図示されているように、３つの光源１０２、１０４及び１０
６全てが、遠隔制御装置１１０によって、例えば部屋２０２の壁２０４に、第１照明パタ
ーン１２０を供給するよう制御される（Ｓ１）。第１パターン１２０は、図２ａにおいて
は、照明される領域（即ち、光の方向）として図示されているが、当然、光源１０２、１
０４、１０６によって放射される光の例えば色及び／又は輝度を含む光の他の特徴にも関
してもよい。第１照明パターン１２０は、例えば、遠隔制御装置１１０を用いて、利用可
能な照明設定の選択肢から選択されてもよく、又は遠隔制御装置１１０上の例えばボタン
などの制御手段を用いて規定される。ユーザが、第１照明パターン１２０に満足したら、
前記ユーザは、好ましくは遠隔制御装置１１０を用いて、第１照明パターンを示す照明パ
ラメータを検出し、記憶する（Ｓ２）。
【００２４】
　しかしながら、図２ｂに図示されているように、光源１０４が、機能しなくなり、例え
ば、バッテリ切れ、破損又はその元の位置からの除去などにより、光を放射するのを止め
、その結果として、３つの光源１０２、１０４、１０６全てが機能していたときにあった
ような第１照明パターンと比べて異なると知覚される第２照明パターン１２２が供給され
る。これは、例えば、照明システム１００を操作するユーザによって、又は照明システム
１００自体によって自動的に、気づかれる。システムを操作するユーザが、機能しなくな
った光源１０４に気づく場合には、ユーザは、例えばセンサ１１２を用いて、「新しい」
照明パターン、即ち、この場合には、第２照明パターン１２２を測定するために、光源１
０２、１０６によって照明されている領域に、遠隔制御装置１１０を向け得る。遠隔制御
装置１１０が、もう一度、今度は第２照明パターン１２２を示す後続照明パラメータを検
出する（Ｓ３）ために用いられる。遠隔制御装置１１０は、（場合によっては、光源１０
２、１０６の各々によって放射される個々の光についての情報を有する）後続照明パラメ
ータを制御ユニット１０８に伝え、制御ユニット１０８は、照明システムの残りの（即ち
、この場合には、機能している光源１０２、１０６を含む）光源のための制御信号の新し
いセットを決定する。光源１０４が機能しなくなっているので、この光源のための駆動信
号は、「光源１０４を使用しない」よう設定され得る。他の例においては、光源１０４が
、異なる空間照明分布を持つ光源に置き換えられてもよく、更に別の照明パターン（図示
せず）を生じさせ、制御ユニットからの他の調節を必要とする。
【００２５】
　図２ｃにおいては、光源１０２及び１０６を制御する（Ｓ４）ための調節した制御信号
を用いた結果が図示されている。光源１０２及び１０６のための制御信号は、２つの機能
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している光源１０２及び１０６からの光だけから生じる更なる第３照明パターン１２４と
、第１照明パターン１２０との間の違いが最小限に抑えられるように適応されている。第
３照明パターン１２４と、第１照明パターン１２０との間の違いを最小限に抑える処理は
、例えば、センサ１１２を用いて連続して測定することによって、反復的に達成され得る
。当然、数学的な計算を含む、違いの最小化を達成する他の方法も、可能であり、本発明
の範囲内である。図２ｂ及び２ｃは、参考のために、第１照明パターンを示している。
【００２６】
　更に、前記方法の動作は、照明システム１００への更なる光源の導入を含むよう拡張さ
れ得る。このような実施の例は、光源の、第１照明システムから第２照明システムへの移
動を含む。このような場合には、第２照明システムへ動かされている光源が、第２照明シ
ステムに既に存在する光源の間の「ネットワーク・トラフィック」をモニタしていてもよ
く、ネットワーク・トラフィックに基づいて、第２照明システムによって供給される共同
照明パターンを決定してもよい。この概念は、「近傍プロファイリング」と呼ばれ得る。
ネットワーク・トラフィックは、第２照明システムによって生成される、例えば、ＲＦ、
ＩＲ、超音波又は他の信号に基づき得る。
【００２７】
　本発明の特定の例示実施例に関して本発明を説明しているが、当業者には、多くの異な
る変形例、修正例などが明らかになるであろう。開示されている実施例の変形は、当業者
により、請求項記載の発明の実施において、図面、明細及び添付の請求項の研究から、理
解され、達成され得る。例えば、上記の説明は、単一の照明パターンに関してなされてい
るが、例えば一連の照明パターンとして示される複合照明パターンも、可能であり、本発
明の範囲内である。複合照明パターンはまた、照明シーンとして例示されることができ、
例えば、「夏の昼間の照明シーン」、「虹の照明シーン」として示され得る。上記のよう
に、本発明によれば、光源の導入及び／又は除去は、機能している光源のための駆動信号
を調節することによって、シーンを本質的に完全なままにしようとする試みをもたらすだ
ろう。
【００２８】
　更に、請求項において、「有する」という用語は、他の要素又はステップを除外せず、
単数形表記は、複数性を除外しない。
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